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菊地選手がアマ頂点へ。飛ばし屋の元球児が大成。 —県社会人アマー 

 
8 月 16 日にロイヤルメドウＧＣ（芳賀町）で 

開かれた第 44 回栃木県社会人アマゴルフ選手権で、 

菊地諭史選手が 2 アンダーで初優勝を飾った。決勝には 

150 人が参加、前半は 5 位グループだったが、後半を 

3 バーデイ、1 ボギーにまとめ 2 位と 1 打差で優勝した。 

16,8 番のパー5 でいずれも楽々とバーデイをものに 

したが、この日の勝因は｢パットだった｣と振り返った。 

元球児で 2011 年春の大会で、大田原高校の主戦と 

して、52 年ぶりの優勝に導いている。コロナ禍で野球 

を離れてゴルフに転進、昨年は県ミッドアマを制し、 

｢県内アマタイトルをすべて制したい｣といってはばから 

ない 33 歳。乗っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢良い環境でゴルフに取り組めて感謝｣｢そして家族に・・・｣ 

（菊地選手が謙虚に優勝の弁）。 

 
このたびの優勝を大変うれしく思っています。日頃から練習やプレーの環境を支えていただいて

いる、所属の塩原カントリークラブの皆様に本当に感謝しています。いつも温かく支えていただき、

良い環境でゴルフに取り組めていることが今回の結果につながったと思います。そしてなにより、日 

頃からゴルフを続けることを理解し、支えてくれている家族に感謝しています。 

練習や試合で家を空けることも多い中、いつも応援してくれる家族の存在が大きな力になりまし

た。今回の優勝は自分一人の力だけではなく、周りの皆様に支えていただいた結果だと思っていま

す。この優勝を励みに、これからも感謝の気持ちを忘れずに、一打一打を大切にして、さらに上を目

指して頑張っていきたい。 
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緑川キャプテンらメンバー4人らで編成チームが優勝。 

一般の部では石井選手がベスグロに輝く。     — 都市対抗ゴルフ — 
 

第58回県親善都市対抗ゴルフ大会は8月25日、宇都宮ＣＣでシニアの部が行われた。ネット団体の部

で塩カンの緑川文雄キャプテン、鈴木英利選手、中島正選手、関谷修選手の塩カンメンバーと押元勇選手、 

中島陽一選手で編成したチームが286,6で優勝した。 

押元は71で初のベスグロに輝いた。この大会は6人でチームを編成、上位4人の合計スコアで争う団

体戦で、今回は24チームが参加した。 

翌26日は一般の部が行われ、グロス個人で石井淳二選手が68でベスグロに輝いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沓掛が2位、加藤選手は連覇逃す。 ― 知事盃ゴルフ ― 

 
第61回 県知事盃争奪ゴルフ競技大会は、4日に那須小川GCで 

一般女子の部とミッドクイーンズの部の決勝が行われ、一般女子の部は、 

佐野日大高校3年の大森未来が初優勝を飾った。 

ミッドクイーンズの部は、角田里子が 1オーバー73で2位に7打差を 

つける圧勝で3年ぶり4度目の女王の座に就いた。 

3連覇を狙った、塩カンメンバーの加藤仁美選手は83で6位だった。 
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インバウンドの集客にひと肌。10月に台湾から視察プレー。 
 

塩カンはスポーツを通じて地域活性化に取り組む官民連携の那須塩原市スポーツコミッションに

参加している同コミッションでは外国からのインバウンドを対象としたゴルツーリズム事業に取り組

むとしており、今年度は9月末から10月初めにかけて台湾の旅行社4社を招待して、塩カン、ホウラ

イ、西那須野カントリークラブで視察、プレー、塩原、乃木温泉での宿泊、温泉を楽しんでもらうファ

ムツアーを実施する。 

那須塩原市でのゴルフツアーの楽しさを台湾のゴルフ愛好者にＰＲしてもらう試み。同市での国

体ゴルフ球技開催のレガシーとして構想され、国（観光庁）の補助事業として認められ一気に具体化

した。 

計画では9月29日から10月2日までの4日間。塩カンでのプレーは1日に予定されている。市の 

ツーリズム推進課によると、那須塩原へのインバウンドは台湾からが最も多いという。同課ではこれ

をインバウンドを増やす起爆剤にしたいとしている。 
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塩原・11湯の四季⑧ 
 

【文月（ふみつき）】 

白犬伝説～白犬が傷を治した霊地～ 

                                                         高原 泉 

  
 時代は室町時代（16世紀）お末期のころにさかのぼる。塩原の山中で、傷を負った白い犬が箒川（ほうき

がわ）にわき出る湯に毎日体を浸していた。村人が不思議に思ってよく見ると、犬の傷が日ごとに良くなって

行っていた人々がそこを堀広げてみると、温泉がわき出ていた。この時発見されたのが曽原11湯のうちの元

湯、新湯につながる温泉だった。 

白犬がゆあみしていた場所は箒川の奇岩群・七つ岩で後に塩原随一の景勝地となった。「白犬が傷を治し

た霊地」として語り継がれるようになった。語り継がれるうちに、白犬は山の神が温泉の存在を知らしめるた

めに遣わし霊獣、神獣とされ、病を癒す力を持つ神聖な存在とされて行った。とくに塩原おんせんでは「清浄」

「神聖」の象徴とされ、温泉信仰の象徴となり、今でも土産のモチーフ、観光パンフレットなどに白犬が遣われ

ているのはそのせいである。 

結局、この伝説は自然と神の結びつきを教え、湯治文化の精神的原点であり塩原温泉郷の原点の物語な

のである。江戸期以来、七つ岩に白犬が現れ、人間を救ったという口伝はすくなくない。「自然にこそ、命を救

う力がある」。この白犬の話には湯治文化を支える力があったのである。そのいくつかを拾ってみた。 

江戸時代の1756(宝暦6)年、高熱が出て寝込んだ子に白犬が寄り添うようにしているのを見た。翌朝、そ

の子の熱は下がっていた。1886(明治19)年脚部を骨折していた東京からの湯治客が夜、七つ岩で白犬を

見かけたら、翌朝から晴れが自然にひいた。1903（明治36）年、足尾鉱山の落盤事故で足を骨折した坑夫

が、七つ岩にうずくまる白犬を見たら、骨折が直り、歩行が出来るようになった。 

1922(大正11)年、東京・小石川の女学生が白犬を目撃したあと初期の肺結核から回復、社会復帰した。

1937（昭和12年）、元湯の番頭が七つ岩で白犬に遭遇、自分の宿で湯治していた客3人が短期間で回復し

た。1944年（昭和19年）南方からの帰還兵と同宿の3人が白犬を目撃すると、帰還兵が快方に向かい、2ヶ月

後に帰京した。 

1944年と翌年、東京からの集団疎開児童たち。「白い犬が立っていた」「白い犬に湯に連れていかれた」な

どと証言した児童たちの夜尿が集団的に直った。 

1968（昭和43）年、観光開発工事中の作業員が「白犬に進路を止められた」と証言した直後に大きな落石

事故が発生した。平成以降も写真に白犬が写り込んだ、湯煙の向こうに白い犬の影があったなどの口伝は絶

えなく聞こえてくる。 

湯治文化は医者より先に湯を信じることを前提にしたが、「ここに来れば命がつながる」「人知を超えた力が

湯にある」と信じさせる。白犬はその安心と覚悟の象徴としてこの先も機能するのかもしれない。 
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【中里鉄也の目・Ｑ&Ａ】 
 

Q ： ショートパットが苦手です。1ｍ以上の距離があるほうが入りやすいと感じています。 

克服方法はありますか？ 
     

A ： 1m以上あるほうが入る感覚、実はゴルフであるあるの悩みです！ 

長いパットは「届けばいいや」「ラインに乗ればラッキー」と体がリラックスしてスムーズに動くの

に対し、ショートパットは「外せない」「真っ直ぐ当てなきゃ」という心理的プレッシャーから、体が

ガチガチになってストロークが緩んだり、手首をこねたりしやすいのが原因です。 

ショートパットの苦手意識を克服するための、具体的な改善ポイントをまとめました。 
 

1. 「入れる」ではなく「通す」意識に変える 

●カップそのものを見つめるとプレッシャーがかかります。 

・ 目印を見つける : ボールから30cm〜50cmほど先のライン上にある、小さなゴミや芝の色が 

変わっている部分を見つけます。 

・ そこだけを通す : カップを見るのではなく、「その目印の上をボールが通過すればOK」と考えて 

ストロークします。視界からカップを消すだけで、驚くほどスムーズに打てるようになります。 
 

2. 物理的なミスを防ぐ「アドレス」と「目線」 

●ショートパットで最も多いミスは、打った瞬間にボールの行方が気になって顔が上がってしまうヘッド

アップです。顔が動くとフェースの向きが変わってしまいます。 

・ 目線はボールがあった場所 : ボールを打った後も、ボールが置いてあった芝生を 1秒間見続け 

ましょう。球の行方は「音」で判断します。 

・ 体幹でストローク : 手首を固定し、五角形（または三角形）に構えた両腕と肩のラインをキープした

まま、腹筋や背筋を使ってストロークします。 
 

3. 家でも出来る練習方法 

   ①片手打ち（右・左）   ：   パターを片手だけで持ち、1mの距離を転がす。   

                      手首が固定され、フェース面を真っ直ぐ押し出す感覚が身につきます。  

   ②30ｍパット      ：   カップからわずか30cmの距離を、ひたすら連続で入れる。 

                     「確実に入る」という成功体験を脳に植え付け、苦手意識を消します。 

   ③芯で捉えるゲート練習 ： ボールの両脇（数ミリ隙間を空ける）にティーを2本刺し、その間を綺麗に 

通す。 

パターの芯（スイートスポット）で正確に捉える技術が身につきます。 

 

●ショートパットはラインを深く読みすぎず、「カップの後ろの壁にドカンと当てる」くらいの強めのタッチで 

打つと、芝の目に負けずに真っ直ぐ沈みやすくなります。 

まずは自宅のパターマットで、30cm〜50cmの「絶対に入る距離」を迷いなくパチンと打つ練習から始め 

てみてください。応援しています！ 
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編集後記 

 

今年も塩カンメンバーの県大会レベルの優勝、上位入賞が続いている。メンバーの活躍の報に

接するのもいいものである。ここ数年その傾向が強く、コースや環境の整備に汗を流すゴース管理

要員の皆様方に感謝を申し上げるばかりだ。社会人アマの王者・菊地の胸の内が痛いほどわか

る。周辺コースの相次ぐ閉鎖で、メンバーも増加傾向いあり、嬉しい限りだ。さらに那須塩原市がゴ

ルフ場へのインバウンドの誘致に本格的に取り組むそうだ。ぜひ、かけ声倒れにならないで欲しい。 

 

井上安正 

 

 


